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緒 言

ミナミオサガニ Macrophthalmus brevis（Herbst, 

1804）（Fig. 1）は，インド－西太平洋熱帯水域に広汎

に分布するオサガニ科の一種である（Komai et al., 

1995）．本種は，Kitaura and Wada（1999）が沖縄島中

城湾南部にある佐敷町（現在の南城市）の干潟で確認し

たことによって，日本に分布することが初めて明らか

にされた．

その後筆者は，2001年～2008年にかけて琉球列島

各地の干潟を訪れた際に，鹿児島県奄美大島，および

沖縄県八重山諸島の石垣島と西表島の干潟でミナミオ

サガニの生息を確認した．本種は，琉球列島に分布す
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Abstract

Ecologidal distribution of Macrophthalmua brevis （Herbst） was investigated in three tidal fl ats in the 

Ryukyu Islands;. Yanma Bay in Amami-Oshima Island, Nagura Bay in Ishigaki Island, and Urauchi River in 

Iriomote Island.  At all the study sites, M. brevis inhabited fi ne sandy bottom at lower intertidal zone, where 

M. milloti also occurred.  At Nagura Bay, egg-bearing females existed all the months during the study period 

from August to December 2001.

Fig. 1 Macrophthalmus brevis, female collected at 
sandy tidal fl at of Urauchi River, Iriomote 
Island. Scale bar=10mm.
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ることが比較的最近明らかになった種であるため，生

態に関する情報は少ない．琉球列島における本種の生

態に関する知見は，熱帯性の種の分布北限における適

応状況を示す重要な情報をもたらすと考えられる．そ

こで，各地における生態分布および石垣島における抱

卵雌の出現時期に関するデータをまとめ，調査の際に

観察された交尾個体の大きさや，捕食被食関係に関す

る情報についても併せて記述した．

調査地・方法

ミナミオサガニの生息を確認したのは以下の 3つの

干潟である（Fig. 2）．鹿児島県奄美大島奄美市の住用

川河口には，メヒルギなどのマングローブ植物が生育

し，干潟が干出する．沖縄県石垣島名蔵湾北部に位置

する赤崎南側の干潟においては，潮間帯上部が礫混じ

りの泥砂底から成り，潮間帯中部から下部にかけては

海草が一部生育する砂底となる．沖縄県八重山郡西表

島浦内川河口には，浦内橋から河口にかけて主に砂質

から成る干潟が干出する．

ミナミオサガニが確認された 3地点の干潟で，ミナ

ミオサガニの水平分布を把握するための調査を行っ

た．干潟を横切る側線を引き，その両側幅1m以内に

出現するオサガニ類を目視，または巣孔からスコップ

を用いて掘り出すことによって確認した．

ミナミオサガニの甲幅組成を把握することを目的

とした採集を行った．石垣島名蔵湾では 2001年8～

12月に毎月1回，ミナミオサガニの巣孔を目当てにス

コップを用いてカニを掘り出して採集する作業を 40

～50分間行い，この間に採集されたミナミオサガニ

をノギスを用いて 0.1mmの精度で計測し，雌雄を判

別し，外卵の有無を確認した．奄美大島山間湾では

2008年6月6日に，ミナミオサガニが多く生息する干

潟の下部に 1m四方の方形枠12個を任意の位置に配

し，スコップで底質を約20cmの深さまで掘り返した．

掘り返した底質を，バットにあけ，底質をより分けな

がらカニ類を見いだした場合には別の容器に取り出し

た．採集したカニ類の種を同定し，甲幅をノギスを用

いて 0.1mmの精度で計測し，雌雄を判別し，外卵の

有無を確認した．

結 果

オサガニ類の分布の概要

ミナミオサガニが生息した 3つの干潟には，いずれ

も他のオサガニ類が分布していた．これらオサガニ類

の分布の概要をFig. 3 に示した．

奄美大島山間干潟には 5種のオサガニ類が生息し

ていた．このうち，陸側の砂泥底には，ヨコスジオ

サガニMacrophthalmus defi nitus White，フタバオサ

ガニM. convexus Stimpson，ヒメヤマトオサガニM. 

banzai Wada and Sakai の 3種が混生した．ヒメヤマ

トオサガニは 1個体しか見つからず，密度は他の 2種

と比べて低かった．平均潮位より下方の干潟は細砂底

から成り，ミナミメナガオサガニM. milloti Crosnier

とミナミオサガニが分布した．

Fig. 2 Map of the Ryukyu Archipelago, and study 
sites in Amami-oshima Island, Ishigaki Island 
and Iriomote Island.

Fig. 3 Horizonal distribution of Macrophthalmus 
spp .  a t  3  t ida l  fl  a t s  in  the  Ryukyu 
Archipelago; Yanma Bay, Amami-ohshima 
Island, Nagura Bay, Ishigaki Island, and the 
mouth at Urauchi River, Iriomote Island.
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石垣島名蔵湾北部の干潟には，フタバオサガニ，ミ

ナミメナガオサガニ，ミナミオサガニの 3種のオサガ

ニ類が生息した．フタバオサガニは，陸側寄りの平均

潮位付近の泥混じりの砂底に生息した．ミナミメナガ

オサガニは，分布の上限でフタバオサガニと混生し，

大潮平均干潮線にかけて分布していた．ミナミオサガ

ニは，平均潮位と大潮平均干潮線の間の細砂底に生息

し，ミナミメナガオサガニと混生していた．

西表島浦内川河口，浦内橋の下流約800～900m 地

点の砂干潟でも同じく 3種のオサガニ類を確認した．

フタバオサガニは陸側平均潮位付近の泥混じりの砂底

に，ミナミメナガオサガニとミナミオサガニは川の流

れ近くの細砂底に混生していた．

甲幅組成と抱卵雌の出現期

石垣島名蔵湾では 2001年8～12月の期間中，ミナ

ミオサガニの甲幅組成の頻度分布に顕著な変化は無

く，雌雄ともに大半が 17.5～27.5mmの階級に含まれ

た（Fig. 4）．抱卵雌はこの間毎月出現し，11月10日に

記録された甲幅18.4mmの個体が最小抱卵個体であっ

た．11月から 12月にかけて個体数が減少し，2002年

1月以降は調査範囲でミナミオサガニを確認できなく

なった．2004年3月10日には，甲幅21.8mmの抱卵雌

1個体を確認した．

奄美大島山間湾では，12 の方形枠からミナミオサ

ガニ14個体，ミナミメナガオサガニ20個体を採集し

た．生息密度はミナミオサガニが 1.2個体 /m2，ミナ

ミメナガオサガニが 1.7個体 /m2 であった．14個体の

ミナミオサガニ中，12個体が雌，2個体が雄で，性比

は雌に偏っていた．12個体の雌はすべて外卵を持つ

抱卵雌で，最小抱卵雌の大きさは甲幅12.1mmであっ

た（Fig. 4）．雌の甲幅組成の最頻値は 15～17.5mmの

階級にあり，名蔵湾で記録された組成と比較して小型

であった．

その他の生態情報

交尾個体と，被食の場面について観察された結果を

記述する．

石垣島名蔵湾で，2001年12月12日12時25分にミ

ナミオサガニの交尾個体を観察した．干出直後の浅く

冠水した汀線付近の砂底の表面で，雄が雌の下に潜り

込むような形で，雄が仰向けになって腹帯を雌の腹帯

の下に挿入していた．雄の甲幅は 21.9mm，雌の甲幅

は 13.1mmの小型個体であり，抱卵していなかった．

また，2001年10月11日には，コモンガニ Matuta 

banksiiがミナミオサガニを捕食する場面を観察した．

最干潮時刻を過ぎて潮間帯下部の細砂底が冠水しはじ

めたところ，2個体のコモンガニが砂底表面を岸に向

けて移動してきた．このうち 1個体の歩脚の先端が接

触したために，砂中に巣穴を掘らずに身を潜めていた

ミナミオサガニが反応して砂表面に姿を現した．その

直後に，コモンガニが両鉗脚を用いてミナミオサガニ

の甲と付属肢を捕捉した．さらにもう 1個体のコモン

ガニが素早く接近すると，既に捕捉されているミナミ

オサガニを鉗脚ではさんだ．ここで，ミナミオサガニ

を採集したところ，甲の縁辺部が破損し，歩脚も傷つ

けられており，放置すればコモンガニによって捕食さ

れる状態であった．

奄美大島山間湾では，2008年6月6日に汀線付近の

砂底表面でヒメイボガザミ Portunus argentatusが両

鋏脚でミナミオサガニの甲を鋏んで保持している場面

を観察した．両者の大きさは，ヒメイボガザミの方が

大きく，甲幅27.5mm，甲長15.9mmの雌，ミナミオ

サガニは甲幅16.7mm，甲長8.4mmの雌であった．ミ

ナミオサガニは歩脚を動かしており，ヒメイボガザミ

に生きたまま捕らえられたと推定した．

また山間湾では同日，ミナミオサガニ（甲幅

12.8mm，甲長7.0mm雌）の死骸に集まって摂食中の

クリイロヨウバイ Zeuxis olivaceus 2個体，ミナミオ

サガニの小型個体（甲幅5.4mm雄）の死骸を摂食中の

コブムシロ Pliarcularia globosus 1個体を観察した．

腐肉食性のこれらムシロガイ科の巻貝類が，何らかの

要因で斃死したミナミオサガニを摂食していた状況と

考えられる．

Fig.  4 Size frequency distributions of
  Macrophthalmus brevis in Nagura Bay, 

Ishigaki Island, and Yanma Bay, Amami-
Ohshima Island.
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考 　 　 察

生態分布

Kitaura and Wada（1999）は，沖縄島佐敷干潟にお

けるミナミオサガニの生息場所を「潮間帯低位の開け

た砂干潟」と記述した．奄美大島山間湾，石垣島名蔵

湾，西表島浦内川河口のいずれにおいてもミナミオサ

ガニは同様の生息場所で確認されたことから，ミナミ

オサガニは「潮間帯下部の細砂底」を選好する種と考え

られる．さらに，個体群サイズは地形に左右され，潮

間帯下部に位置する細砂底の広がりが大きい山間湾に

おいては大潮時に干出する干潟の広範囲にミナミオサ

ガニが生息するが，浦内川河口のように潮間帯下部の

傾斜が急で，川の流路に沿って細長く生息場所が存在

する条件の下では，生息個体数は限られると考えられ

る．またいずれの干潟でも，ミナミオサガニはミナミ

メナガオサガニと混生していたことから，両種が好む

環境は似通っていると考えられる．一方，平均潮位付

近に分布するフタバオサガニは同じ干潟でもミナミオ

サガニより陸寄りに生息し，両者は異なる潮位に生息

し，棲み分けていると考えられる．

ミナミオサガニは，干潟の下部から潮下帯に生息

する肉食性のカニ類，コモンガニやヒメイボガザミに

よって捕食されることが確認された．通常は底質中に

巣孔を掘っているが，巣孔から離れて底質中に浅く埋

もれた状態でいる時に，捕食される確率が特に高い状

況が窺われた．また山間湾では，死骸が腐肉食性の巻

貝類によって摂食されていたことから，干潟の腐食連

鎖において一定の役割を果たしていると考えられる．

甲幅組成と繁殖期

山間干潟におけるミナミオサガニは，2005年5月と

2007年6月にいずれもかなりの個体数が観察されたこ

と，さらに，抱卵雌および小型個体が確認されたこと

から，継続的に存在する定着した個体群であると見な

すことができる．既知の分布域の北限に当たる個体群

である．

一方，石垣島名蔵湾のミナミオサガニは 2002年1

月以降ほとんど見られなくなり，2004年3月に 1個体

が再度確認されたのみである．甲幅組成を把握できた

2001年8月から 12月の期間，甲幅組成はほとんど変

化せず，甲幅17.5mm以上の個体によって占められて

いた．この主力群が期間を通して産卵したものの，加

入がほとんどおこらなかったために個体群が消滅，あ

るいは密度が著しく低下したとも考えられる．細砂底

の状況に，この間目立った変化は見られなかった．熱

帯性の種であるミナミオサガニの個体群が，より低緯

度に位置する石垣島で継続せず，奄美大島で継続した

個体群を形成している要因については不明だが，生息

場所の広がりおよび個体群サイズについて見ると，山

間湾の方が名蔵湾と比べて大きいことが安定した個体

群の形成に寄与している可能性を指摘しうる．

Kitaura and Wada（1999）は，佐敷干潟で 1998年6

月に外卵を持つ抱卵雌5個体を確認した．今回，名蔵

湾で 8～12月と 3月，山間湾で 5月と 6月に抱卵雌が

観察されたことから，琉球列島におけるミナミオサガ

ニの産卵期は 1年の大半を占める長期に亘ると推定さ

れる．
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